
中
央
線
の
高
架
化
で
変
貌
す
る
武
蔵
境
駅
周
辺
。行
政
と
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
は
今
日
も
続
く
。

中
央
線
の
高
架
化
で
変
貌
す
る
武
蔵
境
駅
周
辺
。行
政
と
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
は
今
日
も
続
く
。

平成21年12月、三鷹・国分寺間の高架化が完成。市内13カ所の踏切
が解消

平成23年7月9日、武蔵野プレイス開館記念式
典でのテープカット

平成23年3月11日、東日本大震災により、市制施行以来初めての災害
対策本部を設置（防災安全センター）

食材料や調理にこだわる質の高い中学校給食が、平成20年11月に
開始（22年4月全校実施）

青梅市の「二俣尾・武蔵野市民の森」
に自然体験館が開館
市議会議員定数30名を26名に改定

7月

12月

2006年（平成18年）

第四期長期計画・調整計画（平成20
年度～24年度）策定
境冒険遊び場公園（プレーパークむさ
しの）開園
武蔵境駅舎連続施設（南側） 完成
ムーバス利用者2000万人突破 
中学校給食（第二中学校から）開始

3月

4月

7月
9月
11月

2008年（平成20年）

武蔵野プレイス着工
まちづくり条例施行／みどりのこども館
開館／緑町スポーツ広場開設
元気だせ武蔵野商品券発売（11月に
も第2弾を発売）
議長に島崎義司就任
三鷹・立川間連続鉄道立体交差事
業、国分寺までの上り線高架化が完
了し、市内の踏み切り問題が解消

3月
4月

5月

6月
12月

2009年（平成21年）

吉祥寺方式共同集配送センター開設
／東日本大震災が発生し、初の災害対
策本部を設置／四次にわたり職員被
災地支援隊を派遣
議長にきくち太郎就任
「ひと・まち・情報 創造館　武蔵野プレ
イス」開館／新武蔵野クリーンセン
ター（仮称）施設基本計画を策定
11月24日を武蔵野市平和の日に制定

3月

5月
7月

9月

2011年（平成23年）

武蔵野市給食・食育振興財団発足
中学校給食全校実施／「かたらいの道
市民スペース」開設
特別養護老人ホーム「さくらえん」開館
武蔵野市観光推進機構設立
コピス吉祥寺開業

3月
4月

5月
7月
10月

2010年（平成22年）

武蔵野市第五期長期計画（平成24年
度～33年度）策定
武蔵野市史最終巻を刊行／ムーバス
利用者3000万人突破
八幡町コミュニティーセンター移転・新
築

4月

7月

12月

2012年（平成24年）

人口が14万人を突破
議長に与座武就任
新クリーンセンター建設工事開始
境こども園開園

5月
6月
11月
12月

2013年（平成25年）

　明治から昭和の長きにわたって日
本の彫塑界の主導的役割を果たし、
原爆投下に対する平和の象徴ともい
える大作「平和祈念像」（長崎市）を制
作しました。

　現代哲学の基礎となるカントの「純
粋理性批判」の厳密な邦訳を行い、西
洋哲学を紹介したほか、卓越した教育
者として理念を実践し、教育界、思想
界に多大な影響を与えました。

　三氏共同による「量子電磁力学の
基礎研究」で、昭和40年にノーベル
物理学賞を受賞。日本の理論物理学
界の最高峰として、学問の進歩、教育
の向上に指導的役割を果たしました。

　初代武蔵野市長として４期16年に
わたり、上下水道や都市基盤の整備
に尽力し、今日の武蔵野市の基礎づく
りに貢献しました。

　大戦中の作品「海戦」はベストセ
ラーになり、数多くの作品を残す一
方、同人誌「文学者」を主宰し、瀬戸内
晴美（寂聴）ら多くの新人を世に送り
出しました。

　物理化学の中で「電荷移動理論」を提
唱し、分子化学に新分野を開拓。「分子
化合物の電子論的研究」などで大きな
成果を挙げました。武蔵野地域自由大学
では、開学時より学長を務めています。

　腫瘍学、生化学を専門とし、胃がん
の実験的研究、発がん物質の研究な
どにより、数々の賞を受賞しました。

　エックス線天体観測装置「すだれコ
リメータ」の開発により、宇宙物理学に
おけるエックス線天文学に多大な功
績を残しました。

　小脳の神経回路の構造・機能の研
究を続け、「シナプス可遡性」を発見。
脳の記憶や学習する複雑なメカニズ
ムにかかわる研究全体に新たな進展
をもたらしました。

　終戦直後の中国ハルビン市内に国
際病院を設立して医療に携わった後、
武蔵野市に医院を開設。隣接地を市
に寄付し「北町高齢者センター」の設
立に寄与しました。

　素粒子物理学の理論分野において、
素粒子の分類における奇妙さ（ストレンジ
ネス）を発見。「西島・ゲルマンの法則」と
して知られる先駆的な業績を挙げ、基礎
物理学の進展に多大な貢献をしました。

　綿密な統計データに基づく実証的
研究で国際的に知られる。理論・計量
経済学会会長や総理府統計審議会
会長など多くの要職を務め、政府の
政策決定にも貢献しました。

か   そ

平成21年12月にはJR中央線の三鷹・国分寺
間で、高架化工事がついに完了。武蔵境では、平
成23年に市民の活動の新たなる拠点「武蔵野プ
レイス」が誕生。また、吉祥寺エリアでは複合商業
施設「コピス吉祥寺」がオープンし、三鷹駅周辺も
環境改善の整備を進めています。暮らしやすいま
ちを目指す武蔵野市の取り組みは今も続いてい
ます。

平成18年
－現在

ムーバス6号・7号路線が運行開始さ
れ、市内の交通空白・不便地域をほぼ
解消
市役所西棟増築工事完了／議長に近
藤和義就任
三鷹・立川間連続鉄道立体交差事
業、下り高架化が完了／市役所西棟
に防災安全センター開設
市制施行60周年記念式典を挙行／
西島和彦氏、篠原三代 氏を名誉市
民に推挙／人口13万4000人

3月

5月

7月

11月

2007年（平成19年）

62 63

　昭和19（1944）年11月24日、米軍の爆撃機B29による本格的な日本本土

への空襲が始まり、真っ先に標的になったのが、当時の武蔵野町にあった中島

飛行機武蔵製作所でした。航空機のエンジンを生産する軍需工場であったこと

から、その後も合計9回もの空襲をうけ、工場の従業員や周辺住民に多くの犠

牲者を出しました。

　武蔵野市では、平成22年度に学識経験者や市民による平和施策懇談会を設

置し、市の平和施策について議論を重ね、平成23年1月に「平和の日」制定につ

いて提言を受けました。そして同年9月に、初めて空襲があった11月24日を、市

民が平和の大切さを改めて考えるきっかけの日とするため、「武蔵野市平和の

日」として制定しました。

　市では平和都市として、未来の子どもたちに平和な世界を継承していくため

に、戦争の悲惨さと平和の大切さを発信していくことが必要であると考え、11

月24日を中心に、さまざまな平和事業を行っています。

武蔵野市平和の日 武蔵野市名誉市民

（1884～1987）

き た む ら せ い ぼ う

昭和37年推挙
哲学者（文化功労者）

（1884～1980）

あ ま の  て い ゆ う

昭和42年推挙
物理学者（文化勲章受章・ノーベル物理学賞受賞）

（1906～1979）

と も な が し ん い ち ろ う

昭和55年推挙
元武蔵野市長

（1904～1983）

あ ら い げ ん き ち

平成４年推挙
作家（文化勲章受章）

（1904～2005）

に   わ 　ふ み お

平成４年推挙
物理学者（文化勲章受章）

（1920～）

な が く ら さ ぶ ろ う

平成４年推挙
がん生化学者（文化勲章受章）

（1926～）

す ぎ む ら 　 たかし

平成９年推挙
宇宙物理学者（文化勲章受章）

（1923～2001）

お  だ 　 みのる

平成９年推挙
脳神経生理学者（文化勲章受章）

（1928～）

い と う ま さ   お

平成14年推挙
医師

（1919～2015）

や ま ざ き りん こ

平成19年推挙
物理学者（文化勲章受章）

（1926～2009）

にし じ ま か ず ひこ

北村西望氏

昭和37年推挙
彫塑家（文化勲章受章）

天野貞祐氏 朝永振一郎氏 荒井源吉氏

丹羽文雄氏 長倉三郎氏 杉村 隆 氏 小田 稔氏

伊藤正男氏 山﨑倫子氏 西島和彦氏 篠原三代　氏

平成19年推挙
経済学者（文化勲章受章）

（1919～2012）

し の は ら み よ へ い




